第2次すその健康増進プラン・第3次裾野市食育推進計画・第2次裾野市歯科保健計画等中間評価（案）に対する意見募集結果
（健康福祉部健康推進課）

市では、令和３年度から11年間の裾野市の健康づくりを定める「第２次すその健康増進プラン」「第３次裾野市食育推進計画」「第２次裾野市歯科保健計画」「第２次裾野市母子保健計画」「第２次いのち支える裾野市自殺総合対策計画」を策定しました。策定から5年が経過した令和7年度に中間評価を行い、計画の進捗状況等を踏まえた見直しを行います。
市民の皆さんから、各計画（案）に対する意見を募集しました。ご協力ありがとうございました。
意見の概要と、それに対する市の考え方を公表します。意見は、趣旨を損なわない範囲で要約しました。

1　募集期間
2025年12月22日（月曜日）～2026年1月14日（水曜日）

2　意見の提出方法と件数
	提出方法
	実人数（人）
	件数（件）

	担当課または支所に直接提出
	
	

	郵送
	
	

	ファクス
	
	

	メール
	
	

	パブリックコメント提出フォーム
	3
	13

	計
	
	



3　計画別の意見数
	計画名
	延べ人数（人）
	件数（件）

	すその健康増進プラン
	2
	7

	食育推進計画
	0
	0

	歯科保健計画
	0
	0

	自殺総合対策計画
	1
	1

	母子保健計画
	0
	0

	5計画全般
	2
	5

	計
	5
	13



4　意見の概要と市の考え方
	No.
	該当箇所
	意見の概要
	意見に対する市の考え方
	採否

	1
	自殺対策計画
	自殺対策は費用(人)を掛けて、やり切ってほしい。場合によっては専用の税金を徴収しても良いと考える。
	ご意見ありがとうございます。自殺対策の推進にあたり、必要な人的・財政的資源を十分に確保すべきとのご指摘は、重要な視点として受け止めています。今後の施策の具体化や実施体制の検討にあたって参考とさせていただきます。
	否

	2
	健康増進計画
	喫煙させない、副流煙被害を出さない施策を強力に進めてほしい。市内飲食店では未だにオープンな場で喫煙可能な店が存在するのは残念である。
	ご意見ありがとうございます。受動喫煙防止の取組を一層強化すべきとのご指摘は、健康被害の未然防止の観点から重要な視点として受け止めています。
本市では、静岡県受動喫煙防止条例の趣旨を踏まえつつ取組を進めておりますが、現時点では市独自の条例制定はありません。いただいたご意見は、今後の受動喫煙防止施策の推進や関係機関との連携の検討にあたって参考とさせていただきます。
	否

	3
	５計画全般

	エッセンシャルワーカーの給与を50%くらい上げてほしい。必要であれば専用の税金設定してほしい。エッセンシャルワーカーの所得が高いとなれば、そういう人も集まると思う。
	ご意見ありがとうございます。エッセンシャルワーカーの処遇改善や人材確保の重要性についてのご指摘は、地域の生活や福祉を支える基盤を強化するうえで大変重要な視点として受け止めています。いただいたご意見は、今後の関係機関との連携や処遇改善に向けた施策検討の参考とさせていただきます。
	否

	4
	５計画全般

	資料ページ数が多すぎて読む気が起きない。資料冒頭で1ページで「まとめ」「今後実施すること」「結果」を見せてほしい。詳細資料は、2ページ以降に参考添付としてほしい。読み手に労力を要求する資料は民間企業では許されない。意識改革してほしい。
	ご意見ありがとうございます。本計画では、詳細な内容を網羅的に記載する必要があることから、構成そのものを大幅に変更することは想定しておりませんが、市民の皆さまが読みやすい形で情報を受け取れるよう、計画のポイントを簡潔にまとめた概要版を作成し、分かりやすい情報提供に努めてまいります。
	否

	5
	５計画全般

	出生率の低迷は全国的傾向だが、県内40位という現状に対し、市独自の有効な対策が打てていない。結婚・出産祝い金や保育料の面で周辺自治体との差別化ができず、「裾野市で育てたい」と思わせる魅力が欠けている。
	ご意見ありがとうございます。本市では令和７年３月に「第３期裾野市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育て支援の充実に向けた取組を進めているところです。いただいたご意見は、同計画との整合を図りながら、今後の子育て環境の改善や魅力向上に向けた施策検討の参考とさせていただきます。
	否

	6
	５計画全般

	ウーブンシティに頼りすぎるのは危険であり、今のうちから自立した「人が増える仕組み」を作るべきである。石脇プールやヘルシーパークの衰退を放置せず、人が集まりたくなる多機能な拠点を再整備する必要がある。
	ご意見ありがとうございます。これらの施設整備や拠点づくりに関する内容は、都市基盤整備やまちづくり全般に関わるものであり、本計画で直接取り扱う範囲には含まれておりません。
しかしながら、いただいたご意見は、今後のまちづくり施策の検討や関係部局との連携を進める際の参考とさせていただきます。
	否

	7
	５計画全般

	子育て世帯の住民税減税や独自の扶養手当支給など、住むだけで家計が助かるような財政支援を導入すべきである。ハード面（施設）とソフト面（税制・手当）の両輪で、人の動きを活発化させ、移住・定住を促す施策を急ぐべきである。
	ご意見ありがとうございます。子育て世帯への税制優遇や独自手当の創設など、家計負担の軽減を通じて移住・定住を促すべきとのご提案は、人口動態の改善や地域の活力向上を考えるうえで重要な視点として受け止めています。しかしながら、移住・定住の促進は本市の重要な政策課題であり、まちづくり分野とも密接に関連するテーマです。いただいたご意見は、関係部局と連携しながら、今後の施策検討や地域の魅力向上に向けた取組を進める際の参考とさせていただきます。
	否

	8
	健康増進計画
	喫煙者の禁煙相談やサポートに取組み、また薬局が禁煙相談に対応するよう連携されてはどうか。
	ご意見を踏まえ、以下の取り組みを【 今後の方向性 】に追記いたします。
「医療機関や薬局等と協力し、禁煙相談の周知や支援体制の拡充に取り組みます。」
	採

	9
	健康増進計画
	禁煙治療費の1/2～2/3の助成制度を設けてはどうか。
	ご意見ありがとうございます。本計画では、禁煙治療費の助成制度の創設までは位置付けておりませんが、禁煙支援の充実は重要な課題であると認識しています。いただいたご意見は、今後の禁煙支援策の検討や関係機関との連携を進める際の参考とさせていただき、より取り組みやすい禁煙環境づくりに努めてまいります。
	否

	10
	健康増進計画
	タバコ病とされるCOPDにも取り組んでおいでかとは思いますが、11月第三週水曜が世界COPDデーなので、スケジュールに入れてはどうか。
	ご意見ありがとうございます。本計画では、具体的な啓発イベントの日程までは位置付けておりませんが、いただいたご意見を踏まえ、世界COPDデーを含む関連する啓発機会の活用について、今後の情報発信や関係機関との連携を検討する際の参考とさせていただきます。
	否

	11
	健康増進計画
	世界禁煙デーの催しもされているとのことだが、より実効性とアピールを高めるためにも、催しの一環としてイエローグリーンライトアップに、貴市も参加連携されてはどうか。
	ご意見ありがとうございます。本計画では、イエローグリーンライトアップ等の具体的な実施内容までは位置付けておりませんが、いただいたご意見を踏まえ、関係機関との連携や啓発の工夫を検討しながら、禁煙支援および受動喫煙防止の取組を推進してまいります。
	否

	12
	健康増進計画
	未成年者の喫煙ゼロ、妊婦の喫煙ゼロ目標と同じく、子どもたちの受動喫煙０（ゼロ）を重点目標に据え、子どもたちへの危害防止を絶対的に優先的に強く進めていただきたい。
	ご意見ありがとうございます。
未成年者や妊婦の喫煙ゼロと同様に、子どもたちの受動喫煙ゼロを重点的に進めるべきとのご指摘は、健康被害の防止という観点から大変重要な視点として受け止めています。いただいたご意見は、今後の啓発活動や関係機関との連携強化など、施策を進める際の参考とさせていただき、子どもたちへの健康被害防止に引き続き取り組んでまいります。
	否

	13
	健康増進計画
	未成年や妊娠中・授乳期中の喫煙をなくす、公共施設や事業所・屋外等における禁煙の推進、家庭内や車内など私的空間における受動喫煙の防止」など啓発にとどまらず、義務的な制度化やルール化が必須かと思う。
	ご意見ありがとうございます。本計画では、受動喫煙防止に向けた啓発や環境整備を中心に位置付けており、義務的な制度化までを直接盛り込むことは想定しておりません。しかしながら、受動喫煙防止の実効性を高めるためには、制度面での対応も重要な検討要素であると認識しています。そのため、他自治体における条例化やルール化の取組状況について情報収集を進め、今後の施策検討や関係機関との連携の参考としてまいります。
	否


 
4　問い合わせ先
健康福祉部健康推進課（担当：稲田、柏木瞳）
電話 055-992-5711
ファクス 055-992-5733
